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素加圧下，量論量のセレンを反応剤とする 5 ，._ 7 員環環状尿素誘導体の効率的な合成法を開発し，また，
適当な酸化剤を共存させることにより触媒量のセレン存在下，同様のカルボニル化反応を生起させ， 5 




第 2 章では，上記の知見をもとにしてアミノアルコール類のカルボニル化反応を検討し，種々の 5 ，._
8 員環ウレタンの選択的合成法を開発するとともに，本反応系がアミノチオールからの環状チオウレタ
ンの合成にも応用できることを示している。

















(2) アミノアルコール類の，一酸化炭素ーセレンによるカルボニル化反応を検討し，種々の 5~8 員環
ウレタン類の高選択的合成法を開発するとともに，本法がアミノチオールからの環状チオウレタンの合
成にも適用できることを示している。
(3) 一酸化炭素ーセレン反応系を利用する含セレン複素環化合物の合成を検討し 0- シアノアニリン
および 0-アミノアセトフェノンから それぞれセレノキシキナゾリノンおよびベンゾセレナジノンを
合成する効率的合成法を確立している。
以上のように，本論文はセレン一一酸化炭素による N カルボニル化を基軸とする反応を応用して，
種々の有用な含窒素複素環化合物を高選択的かっ高収率で合成する方法を開拓したもので，これらの成
果は，有機合成化学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるもの
とら忍める。
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